
子宮粘膜下筋腫　 子宮鏡下手術  日数：4日間

入院日（手術前日） 手術後 退院日

入院当日 手術前 手術後 手術後 1日目 手術後 2日目

　　月　　　　日（　　　） 　　月　　　　日（　　　） 　　月　　　　日（　　　）

手術について理解できる 手術前の心身の
準備ができる

安全に計画通りに手術ができる 手術（治療・検査）の結果を理解できる 合併症を起こさない
退院後の生活が理解できる

体温・脈拍・血圧が安定している

性器出血がない 性器出血がない 性器出血がない

皮膚の状態に問題がない 皮膚の状態に問題がない 皮膚の状態に問題がない

痛みのコントロールができている 痛みのコントロールができている 痛みのコントロールができている

発熱がない 発熱がない

トイレまで歩行ができる シャワー浴ができる

入院診療計画書
輸血療法　説明・同意書
特定生物由来製品使用
説明書・同意書
「静脈血栓塞栓症防止」についての
説明書・同意書
16時頃に下剤を飲みます。 6時に浣腸をします。 痛い時、熱の出た時、座薬を使います

術後6時間後より痛み止めの内服が可能です。

点滴があります。 点滴があります。

抗生剤の点滴があります。 抗生剤の点滴があります。

痛い時は、筋肉注射できます。

午後より、麻酔科の
受診があります

定期的に体の向きを変えたり、
皮膚の観察を行い褥瘡予防をします。

定期的に体の向きを変えたり、
皮膚の観察を行い褥瘡予防をします。

診察をおこないます。

手術部位の切毛を行います。 心電図・呼吸モニターをつけます。 心電図・呼吸モニターをはずします。

爪を切っているか確認します。 足に血栓予防の機械をつけます。 足の血栓予防の機械をはずします。

診察をおこないます。 診察をおこないます。

検査 検体検査 採血があります 採血があります

朝 術前補水食 常食Ｂ 常食Ｂ

昼 常食Ｂ 術前補水食 常食Ｂ 常食Ｂ

夕 常食Ｂ 欠食 常食Ｂ

病院内フリー 病棟内フリー ベッド上安静 病棟内フリー 病院内フリー

検温 1日1回 体温・脈拍・血圧をみます 朝：体温・脈拍・血圧をみます 手術後４回 体温・脈拍・血圧をみます 1日3回 体温・脈拍・血圧をみます 1日2回 体温・脈拍・血圧をみます

シャワー浴ができます。 手術前にシャワー浴を行います。 体拭きを行います シャワー浴ができます。

入院時オリエンテーション
術前オリエンテーションを行います

スケジュールの確認を行います。 スケジュールの確認を行います。 退院後の生活に対する
指導を行います

食事量をみます 食事量をみます 食事量をみます

尿回数・便回数をみます 尿回数・便回数をみます 尿回数・便回数をみます 尿回数・便回数をみます

輸液状況をみます 輸液状況をみます

尿量・尿比重を観察します。 尿量を観察します。

痛みの状態を観察します。 痛みの状態を観察します。

腟分泌物の色をみます 腟分泌物の色をみます

□手術までに準備する物：　①Ｔ字帯　1枚　②お産用Ｍパット　１袋(３枚入)　　③寝たままで水を飲めるもの(楽のみ・ストローなど)
□手術室に持っていく物：　①Ｔ字帯　１枚　②Ｍパット　１枚
□手術後使用するもの：　②お産用Mパットの残り　③は手術後に使用するため、手術の朝までにまとめておいて下さい。
□御家族の方へ
   Ⅰ　手術当日は患者さんが手術室に行く30分前に病棟に来て下さい。
　 Ⅱ　手術を待つ間は４階新病棟の食堂　もしくは3階家族待機室にてお待ち下さい。４階新病棟もしくは3階家族待機室から離れるときは、看護師に行き先を告げて下さい。
　 Ⅲ　手術直後の患者さんは非常に疲れています。面会は家族の方のみ少人数短時間でお願いします。
　 Ⅳ　手術当日の夜の付き添いは要りません。
□手術後の経過によって、上記パスの内容は変更することがあります。                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大分大学医学部附属病院　　電話：097－549－4411（代表）

食事 手術後6時間経過して、腸が動いているのが確
認できれば、水分・食事ができます。

抗生剤の内服があります。
フロモックス錠
１日３回　朝・昼・夕食後３０分
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